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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

＜外来情報＞

・関秀治様～咳が出るとの事でＰＬ顆粒が処方となる。

・田名部一樹様～寝付いてから喉に唾液のようなものが溜り息が出来なくなると訴え有。風邪症状の一環と考えＰＬ顆粒が処方となる。

＜新患情報＞

佐々木　宏樹様（35）

同胞3名第1子長男として出生。八戸南高校卒業後は札幌学院大学へ進学。卒業後は東京へ上京し塗装業に6年、郵便局にこれまで従事してきた。東京で精神科クリニックへ通われており（詳細不明）アルコール依存症にて3か月の入院加療の経緯もあった。Ｈ26年春、東京にある病院にて肺末期癌と診断された。余命宣告をうけた。八戸へ帰省。このことでスリップし現在連続飲酒状態となっている。しかしｾｶﾝﾄﾞｵﾋﾟﾆｵﾝで八戸市民病院受診し、「治療できる」と言われ、現在1回/月にて抗がん剤治療を行っている。このことでアルコールもやめた方がいいと市民病院の医師から言われ、本人も断酒を希望。入院を希望されている。11/7（金）10：30の予約で承る。

＜利用者情報＞

高橋　洋子　様～本日来所時より眩暈を訴え､午前中は静養室にて休んでいる。しかし､11時頃に喫煙室で煙草を吸うことや､洗濯等をしていることがあり､安静に休むよう説明している。昼頃には静養室を出て､ホールで過ごしており､不調を訴えることはない。

青木　紀子　様～本日早朝､寝ていた際に眩暈を感じたとのこと。また､15時半頃､同様の症状を訴えることがある。帰宅時には症状が消失し､体調も良いと話しているが､不安を強く訴えており､症状が強くて我満出来ない際はデイケアや病院へ連絡するよう伝えている。

